
VOL. 25 NO. 5 CHEMOTHERAPY 1545

口腔 外 科 領域 に お け るT-1220の 臨床 的検 討

山下一郎 ・高橋美彦 ・熊沢亘彦

東京大学医学部口腔外科学教室

T-1220は 新 し く開発 された β-ラクタム系の抗生 物質

で,構 造式 はFig.1に 示す よ うにAmpicillinのAmino

基 に4-Ethyl-2, 3-dioxopiperazinylcarbonyl基 を導入

した もののナ トリウム塩 である。本剤は グラム陽 ・陰性

の各種細菌 に対 して広範 囲の抗菌性 を有 し,皮 下,筋 注

または静注 に よって速 やかに吸収 され る。 また,血 中濃

度は投与 量に比 例 し,体 内ではほ とん どが代謝 されず に

排 泄 され,毒 性が低 く安全性の高い抗生物質 とされ てい

る1)。

今回,わ れわ れは本剤について,口 腔外科領域 におけ

る各種感染症 な らびに感染予 防症例 に使用 し,臨 床的 に

検討を行な ったのでその成績 を報 告す る。

I. 投 与 対 象

本剤 の対象症例 は,1976年6月 よ り11月 まで に東京大

学医学部附属病院 口腔 外科 に入院 した患者22例 であ り,

それ らの内訳 はTable 1, 2に 示 す よ うに,頬 部蜂窩織炎

4例,急 性顎骨炎3例,急 性耳下腺 炎1例,急 性舌炎1

例,顎 骨骨折 ・腫瘍 な どの二次感 染症6例,感 染予防症

例7例 であ った。性 別は男性14例,女 性8例 で年齢 は6

歳 か ら70歳 にわ た っていた。

II. 投 与 方 法

投与 量は症状 に応 じて,成 人1日 量2～4g,小 児1

～2gで,投 与 日数 は成人3～19日 間,小 児4～8日 間

であ り,全 例糖液 あるいは電 解質液溶解に よる点滴静注

で投与 した。

III. 効 果 判 定 基 準

臨床効果 の判定 につ いては,「 歯科 口腔外科領域 にお

け る抗生物質 の効果判定基 準」に もとついて作成 され た

臨床成績判定案 に準 じたCasecardを 用い,発 赤,腫

脹,疼 痛,硬 結,開 口障害,リ ンパ節所見,排 膿 などの

局所 所見 と,発 熱,倦 怠感,食 欲不振な どの全身所 見 と

を客観的 に点数 を もって評価 した。なお,総 合判定 に際

しては主治医 の判定 を重視 し,著 効,有 効,や や有効,

無効の4段 階 に分類 を行 な った。

IV. 使 用 成 績

対 象疾患別効果 はTable 2, 3に 示 す よ うに,頬 部蜂窩

織 炎では4例 すべ て著効 を示 し,急 性顎骨炎3例 では副

作用のため中止 した1例 を除 き有効2例 であ った。 また

急 性耳下腺炎,舌 炎 の各1例 はいずれ も著効であ り,顎

骨 骨折 や腫瘍な どの二次感染症 では6例 中著効2例,有

効2例,や や有効1例,無 効1例 であ った。術後感染予

防の 目的で使用 した症例7例 はすべて有効であ った。

以上,全 症例 をま とめる と副 作用 のため中止 した1例

を除 き,21例 中著効8例,有 効11例,や や有効1例,無

効1例 であ り,著 効,有 効 あわせて90.5%に 効果が認め

られた。

V. 副 作 用

全症例22例 につい て血液検査(赤 血球数,白 血球数,

血小 板数 ヘモ グロビン),肝 機能検査(GOT, GPT,

ALP),腎 機能(BUN)お よび尿検査(蛋 白,糖 沈渣,

ウロビ リノーゲ ン)を 実施 した。副 作 用 は3例 に み ら

れ,下 痢を伴 ったGOTの 上昇1例,GPTの 上 昇1例,

他 の1例 においては頭痛,熱 感 のため投薬中止を余儀な

くされたが,い ずれ も一過性 の もので,短 期間に症状の

改善 が認め られた。

VI. 総括な らび に考案

T-1220はAmpicillinの 誘導体 として開発 された もの

で,グ ラム陽性菌お よび陰性菌 に殺菌的 に作用 し,血 清

Fig. 1 Chemical structure of T-1220

Table 1 Cases classified by diagnosis
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蛋 白結合率 は低 く,筋 注,静 注 に より速や かに高い血 中

濃度お よび組織 内濃度が得 られ,体 内でほ とん ど不活化

され るこ とな く排 泄 される といわれ ている1)。

口腔領域 では,歯,顎 骨,軟 組織 な どに さまざ まな感

染症が み られ,そ れ らの治療や感染予防 の 目的 に各種の

抗生物 質が使用 されている。また,顎 口腔 領域 におけ る

感染症 は,口 腔 内常在菌の存在や,複 雑 な解 剖学的 ・生

理学的環境 か らよ り発症頻度が高い よ うに思われ る。

い っぽ う,抗 生 物質の普及に よ り,近 年耐性菌の出現

や菌 交代現象 な ど,感 染症の治療に際 しさまざまな問題

点が指摘 され ている2)。

本領域 では,StaphylococcusやStreptococcusな ど口腔

内常在菌に よる単独 あるいは これ らの混合感染に よるこ

とが多いが,こ れに加 え て,腫 瘍 な ど で はE. coliや

Psendomonasな どの二次感染 もみ られ るよ うにな り,起

炎菌の同定の困難な ことが多い3)4)。 そ こで,こ れ らの

感染症 に対 しては,従 来か ら症 状に応 じて抗菌 スペ ク ト

ルの広いPenicillin系 やCephalosporin C系 の抗生物質

が,第1次 選択剤 として用 い られ ることが 多 くなってき

て いる。

今回,わ れわれは入院を要す る口腔外科領域感染症 な

らび に感染予 防症例,あ わせて22例 にT-1220を 使用 し,

そ の臨床成績 を検討 したが,副 作用のため中止 した1例

を除 き21例 中著効8例,有 効11例,や や有効1例,無 効

1例 であ り,著 効,有 効あわせて90.5%に 効果が み られ

た。疾患 別にみる と頬部蜂窩織炎,顎 骨炎,耳 下腺炎 な

どの急性 感染症 では,著 効例が多 く,1日 投与量2～4

gで 短期 間の うちに急性炎症 の消褪がみ られ た。慢性炎

症 の長期化 した腫瘍 の二次感染症 などでは,急 性炎症 と

比較 して効果が劣 っていた ようである。無効例 と認 め ら

れ た症例 も長期 の慢性炎症 を繰 り返 していた もので,過

去 に数種 の抗生物質が使用 されたが著 明な効果が認 め ら

れなか った症例であ った。術後感 染予防症例では,効 果

判定 に多少困難 な点 もあるが7例 すべて有効であ り,感

染予防の 目的で も充分 な効果 が認め られた。

投与量は成人1日 量2～4g,小 児1～2gで あ り,

ほ とん どの症例では1日 量2gで 著効 ない し有効 と効果

が認め られた。平均1日 投与量 は成人2.3g,小 児1.8gで

あ った。投与期間は,成 人3～19日 間,小 児4～8日 間

で平均投与期間は9日 間であ った。頬 部蜂〓織炎や顎骨

炎な どの急性感染症 では,ほ とん どが1週 間以 内の投与

で治癒 した。

本剤の副作用 としては,1例 に下痢 を伴 ったGOTの

上昇,1例 にGPTの 上昇が 認め られ,他 の1例 は頭痛,

熱感のため投薬 中止 を余儀 な くされたが,い ずれ も一過

性の もので短期 間に症 状の改善が認め られた。

ま と め

口腔外科領域 における感 染症 な らびに感染予防症例 あ

わせて22例 に対 しT-1220を 使用 し次 の結果 を得た。

1) 副作用 のため中止 した1例 を除 き,21例 中著 効8

例,有 効11例,や や有効1例,無 効1例 の結果 を得た。

2) 副作用 は3例 にみ られ,1例 に下痢 を伴 ったGOT

の上昇,1例 にGPTの 上昇がみ られ,他 の1例 は頭痛,

熱感 のため投薬中止を余儀 な くされ た。
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CLINICAL STUDIES ON T-1220 IN THE FIELD OF ORAL SURGERY 

ICHIRO YAMASHITA, YOSHIHIKO TAKAHASHI and NOBUHIKO KUMAZAWA 
Department of Oral Surgery, Faculty of Medicine, University of Tokyo 

Clinical experiments were performed on T-1220 in the field of oral surgery, and 
the results obtained were as follows. 

1) T-1220 was intravenously administered to 15 cases with infection, 7 cases with 

prophylaxis of post-operative infection at daily dose of 1.0 g to 4.0 g. 
2) The clinical results obtained were classified as excellent in 8 cases, good in 

11 cases, fair in 1 case, and poor in 1 case, with additional 1 case of administration 
interruption. The percentage. efficacy obtained was 90.5%. 

3) An elevation in S-GPT was observed in one patient, an elevation in S-GOT 
with diarrhoea was observed in one patient, and headache and burning sensation were 
observed in one patient, but disappeared when T-1220 discontinued. Serious side effects 
were not observed.


